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 再婦熱に關する研究は, 1873年 に Obermeieri氏 が再蹄熱の病原髄を獲見 し,次 で
Gabritschewsky, Metschnikoff等 は冤疫及治療血清の研究 を公表 した.其 後再褒の病理に就
き,或 は再護株の免疫生物學的關係に就 き幾多の業績が獲表 された・演者 も原株 より誘導 した




學上極めて重大 なる意義 を有するものと考へ らる・
 曾てEhrlichは,原 轟属に於ては其獲育階級形の小数なるものは,當 該する冤疫性を獲るこ
と容易であるが,然 し其多数 なるものに於ては困難なることを読き,且 各階級に於ける獲育形
は各 々其毒性の異なることを論及 して居る・巳口ち 「トリパ ノゾーマ」感染家免は護育形小数な
るが故に,こ れ に封 して生 じたる封抗素は治療的に影響すること大であるが,こ れに反 し褒育
形の大V・なる 「マウス」に於 ては封抗素は影響することな く,更 に進んで再護形を形成すと述
べて居る・樹其 「サルヴルサン」療法は病菌の血清不過敏 とな らざる中に行ふを可とす と述べ
た 叉徽毒の 「サルヅルサン」治療の實際に於ては,第 二期徽毒 は第一糊 に比 し遙かに多量の
「サルヴルサン」を用ゆる要があることは屡々遭遇することである・楠氏 は再饒熱の 「サルブル
サン」治療は,可 及的に而 も血中に「ス」の小数なる時期を選む可しと・其外秦,中 澤,田 申,加
藤,黄 の諸氏は,實 験的再郎熱の種々の時期に於て 「サルヴルサン」治療 を行ひ,其 治療量に
就て述べた.
 演者は前回の講演會で,脊 髄瘍患者の再餓熱療法の際,再 獲株を接種 して原株接種の場合と
同程度の病型 を得るには,原 株接種量の約4倍 以上を要することを述べた・此の事實は原株 と
再獲株 とは其感染力に於 て差異 あることを考へ しめる・今回は各株接種 「ラツテ」を,種 々の
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時期に一定量の 「サルヴルサン」 を以て治療 し,其 不完全治療が再館熱の病型に如何なる影響
を來たすか を観察 した.邸 ち 「サヴイオール ・ナ トリウム」1%水 溶液 を 「ラツテ」罷重100g
につき1・Occmの 割合に1回 注射した・注射の時期は豫防的,潜 伏期,稜 病初期の3期 とし,尚
樹照 として 「サルゾルサ ン」治療 を施 さざるものに於て自然維過 を襯察 した・接種量は1・Ocmm
中10000の 「ス」浮溝液を 「ラツテ」艦重100gに つき1。O ccmの 割合を用ひたる群 と,其 駈万
量 を用ぴたる群 とに分ちて観察 した.
 實験結果 を総括すれば,各 株接種 「ラツテ」の自然維過に於ては夫 々病朕の差異が認められ
る・EPち 原株接種 「ラツテ」に於ては,再 磯回数が多 く且初護作絡熔後短時 日に第1再 獲があ
り,荷 潜伏期は再磯株接種 「ラツテ」のそれ よりも短い.
 「サルヴルサン」沿療後の病朕を比較すれば,各 株接種 「ラッテ」共些少の差異 を認め得た・
即ち原株接種 「ラツテ」の潜伏期は再獲株接種 「ラツテ」の潜伏期 よ りも短 く,且 全経過申に
於ける再護回数は原株接種 「ラツテ」の場合が多い 術原株接種 「ラツテ」に於ては 「サルゾ
ルサン」注射後短期間内に血中より「ス」の消滅 を見 るが,再 獲株接種 「ラツテ」の場合は比
較的長期に亘つて蓮 日小数の 「ス」を血中に誰 した例が多い
 以上は本實験の大要であるが,之 を以て直ちに各株 「ス」の 「サルヴルサン」抵抗力を云 々
するは至難の事 と云ふべ し・然し不完全 「サルブルサン」治療が再蹄熱の病型に及ぼす影響,
帥ち潜伏期,再 爽回数,血 中よ り「ス」の浩滅期問等 を併せ考ふれば,原 株 と再嚢株とは冤疫
生物學的性質を異にすると共に,且 叉其感染力に於て も差異あるもの と考へられる・術詳細は
日本徽毒學會雑誌 「ルエス」,第17巻,第1號 に於て稜表す・
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